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マントル対流シミュレーションのHPC:これまでとこれから
Mantle convection simulations on HPC: present and future
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「マントル対流」とは、岩石からなるマントルが主に固体の状態を保ったまま、非常に長い時間 (数百万年～数億年)
をかけて、ゆっくりとした速度 (数 cm/年)で地球内部を流動している現象を指す。この流動は、我々が地球表面で観察で
きる地学現象 (地震・火山・プレート運動など)のほとんど全てに関与している重要なものである一方で、地球深部で起
こっている流動・変動現象の中でもとりわけ特異な性質をもつ流体の運動でもある。かくも特異なマントル対流の全貌
を理解する上では、数値シミュレーションが不可欠なツールの 1つである。実際、マントル対流を数値流体シミュレー
ションから理解しようという試みは、古くは 1960年代にまで遡ることができ、それ以来 HPCの進歩はマントル対流研
究の進展に重要な意味をもっている。

本発表では、マントル対流のシミュレーションのこれまでの進歩を簡単に振り返りつつ、今後のHPCの発展と歩調を
合わせながら進んでいくであろうマントル対流研究の方向性について考えてみたい。まずは現在までの研究でターゲッ
トとしてきた科学的なテーマとその成果の概略について述べる。その後、マントル対流研究が中長期的スパンで取り組
むべき科学的課題、及びその実現に必要な技術的な課題とそれに対する取り組みについても紹介したい。
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